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梅雨があっという間に終わってしまいましたね。雨も嫌ですが、暑いのが長く続くと思うとゾッとしますね。 

そんな中、噂の都市伝説。もうすぐやってきますね。それに踊らされるわけではありませんが、最近鹿児島や北海道で地震が増えているのも確かで

す。改めて防災対策を考えておいても良いと思いましたので、防災対策についてお伝えします。 



 

 



今からできること、防災備品の再確認をしましょう！ 

• 飲料水・食料  

最低限、1人 1日あたり 3 リットルを目安に、3日分以上を準備しましょう. 

アルファ米、レトルト食品、乾パン、缶詰など、長期保存できるものを用意。栄養バランスも考慮して準備することが推奨されています. 

• 情報収集手段 : 

携帯ラジオ、モバイルバッテリー、スマートフォンなど、情報収集ができるようにしておきましょう。停電に備えて、手回し充電機能付きのラジオ

や、ソーラーパネル付きのモバイルバッテリーも有効です. 

• 衛生用品 : 

マスク、ウェットティッシュ、アルコール消毒液、トイレットペーパー、歯磨きシート、生理用品など、衛生状態を保つためのものを準備しましょう. 

• 救急セット: 

絆創膏、消毒液、包帯、ガーゼ、常備薬など、怪我や体調不良に対応できるように。感染症のリスクも高まるため、マスクや消毒液は多めに 

• 防寒具 : 

アルミブランケットや使い捨てカイロなど、寒さ対策ができるものを準備。夏場でも夜間は冷え込むことがあるため、季節を問わず用意を 

• 現金 : 

災害時はクレジットカードや電子マネーが使えなくなる可能性があり、現金（10円玉など、公衆電話用も含む）も準備しておきましょう. 

• 常備薬 : 

持病のある方は、普段服用している薬を多めに準備しておきましょう。また、お薬手帳や保険証のコピーも忘れずに. 

 



その他、あると便利なもの: 

• 携帯トイレ: 

避難所ではトイレが不足することがあるため、携帯トイレを準備しておくと安心です。1人 1日あたり、8回分程度を目安に用意しましょう. 

• 軍手やヘルメット: 

がれきから身を守るために、軍手やヘルメットがあると便利です。避難所ではスリッパやサンダルもあると良いでしょう. 

• 懐中電灯 : 

• カセットコンロとカセットボンベ 

• ブルーシート:雨風をしのいだり、プライバシーを確保したりするのに役立ちます. 

• ホイッスル:閉じ込められた時や、救助を求める際に役立ちます. 

 

準備する際の注意点: 

• 賞味期限の確認 : 

食料や衛生用品は、定期的に賞味期限を確認し、入れ替えを行いましょう. 

• 持ち出し用と自宅用を分ける: 

避難時に持ち出すものと、自宅で備蓄しておくものを分けて準備しましょう. 

 

これらの情報を参考に、ご自身の状況に合わせて、本当に必要な防災グッズを準備してください。日本はどこにいても地

震の可能性がある国です。油断せず、対策をしておきましょう。  


